
 

 

 

 

日 時：平成 30（2018）年 1 月 27 日（土）※聴講自由 

 講 演（座談会含む） 13：30～15：30 

会 場：大東文化会館 K―３０２ 

 

講 師：真
ま

柳
やなぎ

 誠
まこと

 氏 ―茨城大学名誉教授― 

題 目：わたしの古医籍書誌研究と外部資金 

梗 概： 

わたしは北里研究所で医史学研究に従事（1983-1996）し、日本が受容した漢籍医書の書誌研究を

開始した。その研究手法は茨城大学の期間（1996-2016）も同じだったが、対象を朝鮮・ベトナム

が受容した漢籍、さらに漢字圏 4国固有の古医籍に拡大し、現在にいたる。調査も国内から海外へ

と拡大し、ほぼ全費用を外部資金でまかなってきた。外国研究者の招聘、国際会議の開催なども助

成を得てきた。それらが定年退職まで途切れなかったのは、正当に評価される研究方針と申請書の

作成にあったと思う。今回の座談会では、わたしの各種申請書類をご覧にいれ、それぞれの要所を

説明する。また書類を審査する側の着眼点についてもお話したい。 

 

                  

 



                        ♢ 
ご講演の後、内容に関する質疑応答を含め、共同研究のあり方や 

外部資金獲得をテーマとする座談会に移行します。 

 

主催：人文科学研究所 


